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☆観二部維報

　其後新加入者が多糖出來たので第二回目の獲表をする．既に第一回目に於て

184名定めたから，今回の分は可なり適當な組含せの選定に芦心した・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20Z

　　　観測部月報一㎜　一　
Monthly　Report，　Observing　Section，　O．A．　A．

　　　　　　　　　＊

　　　　　東亜天．文協約

（2）　　　　　　　　音区長　　　木　　邊　　成　　t：＝g　　　（S．K：ib6，　Director）

　　　鶴灘部員の略記鞭第二回発登表

Ag足利　誠公（大　阪）

Cc　小山千万樹（束　京）

Cg　上垣内　實（廣島縣）・

Cj　梶原　明仁（輻　岡）

Cm香村　良男（大　阪）

qt　　　aJ、オ木　　　　　二ll（東　　 二芽て）

Cu　小山　丑松（新口縣）’

．F歪　門井　　驚一（渦洲國）

Fo　藤井　慶夫（大　阪）

F・麟徽（兵鱗）
Ft　舟槻宗一鄭（京　都）

Fz　藤井　　文三（長　　野）

Gs興． F　澤（r北1船

Gt　後藤重三郎（名古1ミ）

Hb　［了死　　宏（横　濱）

主｛・上ヒ企能夫価宮）．

Hj　原　　澄治（倉　敷）

Hx長谷川一口（神　戸）

Ia　稻毛　忠積（横　濱）

Ib　石僑　　正（東　京）．

Ih　石黒　彦治（東　京）

fj　乾　　成美（京　都）

☆機械認報告

　　　以上66名

INSTRUMENTS．・

　　　接眼鏡（アイピ1ス）共同購入計蜜

Ik．市川　　眞（滋賀縣）

Il　岩城　　馨（静岡縣）

Ir　石上　五鄭（静岡縣）

Jn　　柳音区　　重美（神戸）

Jo　米井　信夫（東　京）．

Ld　　頼　　武　　彗易（E　　；化）．

Mc持田　薯1盆（東　京）

Me前橋榮太廓（大　阪）

Mf前田　眞一（奈良苧）

Mj丸山　膿樹（堺）

MI森由　正孝（東　京）

Mp桝旺孝磁（規則縣）

Mv森　　　隆（四日市）

Mx松下　　淑（東　京）

Nb　中村，’延夫（市　川）

Nd西川　　淳（ホ申　戸）

Ne　中野敏男（蜜　［tl）

Nf　西本柳太郎（松　江）

Nl野口　誌治（大　阪）

Np中島盛行（大阪）
Nv　野村　　修（島根縣）

Nx　西本十三周目呉　）

　　　　　　前回通計250名

　　　　　課長

Oq　大久保　正（横濱）

Qh　高津　得一（茨城縣）

Qr北村英彦（大　阪）

Qs笠井　泰雄（京　都）

Qt　加藤　鮪成（名古屋）

Qy　金谷　．登（大　阪）

Ra　申村十三男（兵庫縣）

Sc　　鈴7忙　共用（愛矢「’零）

Sf　　鑑旺父江義雄（岐　　阜）

Sv　菅野　　力（大阪府）

Sw　鈴木　茂男（東　：京）

Sx　榊　松太鄭（京　邦）

Td瀧田　正俊（銚　子）

Tf　陶山　　　登（京．都）

Tj　巴出　　隆（京　都）

Tl　田中　六也（竪　中）

Tz谷　司（廣島）
Ue　上野竹次郎（秋田縣）

Un　畝川　哲郎（　呉　）

Um植村　　完（名古屋）

Wd脇田　清嗣（大　阪）

Wh糸韻　博通（紳戸）

（前同148名とあるは184名の誤栢に付き訂正す）

　　　　　　　　　　　　　フk擾成麿　　（S．Kib6，　Presiderit）
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　最近，望還鏡部分品の照會を屡々受けるが，御承知の如く，現下の時局に於

ては，1 ｴの入手は困難である．但し，或る程度同種のものが集って数か揃へ

ば，入手の可能性がある．故に最初の試みとして，接眼鏡の共同購入を計書す

る．希望者は本會事務室叉は當器械課宛（滋賀縣野洲郡中黒村木部21，木上成

富気付）二往復葉書（4瑛）．で申込まれたい．種類は便宜上下の懸垂として置く．

li灘1纐｝一・一一一織
　　丁，　25mm　　ケ　　ル　　ナ

　慣格，期日等は不明であるが，ハイゲンスは15圓～10圓，ケルナは25圓位と

碧、ふ．叉，個数は最低全艦で百個位希望が集らないと注文出來ないから，場合

によっては目的達成が出歪なV・事もある．た9一無限に待って居ても限りがない

から，本年中に目的に達しない場合には一鷹計書を取止める．從って，豫約金

は不要である．

☆寒陽諜報藷（三月）sUN　幹事　大石辰次（T．　Oi・i，∫’齢研・）

追癖贈　二月分　　観測者　　口径　倍率　方法　日直　午均

　　　　　　　　’笹井泰宏段　　　　45　　　64

　　　　　　　　三六成田　　75　60

三三緯度槻測追報　　観測者　　北牛球エF均
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i20　2
黒野戯F凋分は課旬報に細密に報ぜちれたが綜合すれt＃i’下旬中央が最高であ

って継撒100以上であった叉上句末瞬漁黒黒岬が績いて器械能力とシ

　τイングの良否の爲可成の差を表して居るのは別の興味がある．7日西渡の

　大群は22日東現したが多少縮少して居た．23日中央通過の列欺の大群は22「｝

　最も膨大を極め此の北側には活機な一群があった。

鯉漫獣堤二月22日を以て木邊部長は漏15個年を纏過せられ，鼎座號は2840まで

　数へられた．此は吾が太陽課に於てば誠に特筆大書すべき欣快事であって，

　故二莞澤氏の聴力に優るも劣らざる偉業である．同氏より綜合的報告を期待し

　て止みません．

　　＝謂は天候も良く17名の総員を以て，欲測日は2臼の一口のみであった．

　李月からは毎日の観測個数をも並記する．多少の参考ともなれば幸であ歓

　新観測考も績いて出現し，一件は彊固であって，甚だ意を強うする，
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太陽黒二相二二二二（1942年三月）Sun－spot　Relative　Nos・，　March，1942・
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雑　　報　報告用紙詳細欄の記入法が一i致しないが，本課の標準は圖論天文講

　座第2巻136頁所載の例に依って戴きたV・．叉，時間的に恵まれて居る：方々は

　日日のスケッチを画室さ．れる様に希望します．之は観測の精度を心し，後日

　のため意外に貴重な記録ともなります．積極的前進の法として，課員は現在

　までの各自の観測研究，：方法，意見を個人的にどしどし稜表して，一助とさ

　るるやう望みます．

☆流　星課METEORS（126）　言脹4・棋孝二鄭（K．　Komaki，　Presidθnt）

　六月置流星の少い月である．出現を豫想される流星群は次の通りである．

期 間獄・無闇許附近の劉齢備考
六月11日一13日 311。 十620 セ　　フ　　エη

下　　　　句 24 十43 アンドロメダ。 速，痕

月　　　末

氏@　　　末
28日頃

213

Q2呂

十53

¥58
大　　く　まη

ｴ　　　　　乙
緩
緩

｝　ヰンネケ，P＝6年

月　　　　末 246 十64
ト

1

　この外，五月末からつ品詞座の火球を含む流星群が見られる．

　　　　　　　　x　x　x　x　x　關東班では，四月の乙女座及琴座流星群を目標として，協同観測が計書され

てみる．立派な結果の得られることを期待する．

　四月9日18時45分，東京市の中川登代両氏は，金星に敷倍する大火球を西天

で見られた．同火球を見られた：方の報告を希望する．

　　　　　　　　×　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x

　四月の琴座流星群について，栗原正雄氏（Ku）及筆者（Ko）の観測したる結果

は次表の如きものであった，
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　極大は忌屋数から見て，23日朝にあった様であるが，面心光度を考慮：に入れ

ると，貫の極大は22日から23日に至る間にあったことが首肯される．一時間の

亭均敷ば23日朝で9個，修正値11．2個であった．琴座流星群の出現は近年寡少

であることは略々間違．いなV・事實である．今年，光度の大なるものが若干あっ

た事は特記すべきことである．（四月27rD


